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■出題のねらい
　面積と積分に関する基本的な知識を問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていましたが，積分定数をつけ忘れている解答がありました。
　（２）　よくできていましたが，求める図形を間違えた解答や，単純な計算ミスがありま

したのでよく注意しましょう。
　（３）　r sinα=cosαを利用することに気づいていない解答や，　　　　＝r +１などと

した解答が多く，できはあまりよくありませんでした。
　（４）　方針がなく計算が複雑になってしまう解答が多かったです。Sを rの式で表さず

に，（S＋r）2を作りrの値を求めた解答もありました。

■出題のねらい
　方程式と図形の関係の基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　他の問題と比べ，あまりできていませんでした。
　（１）　解答例どおり傾きを計算して切片を求めれば，簡単な計算です。２点を通る直線

から連立方程式を立てた人は，計算間違いが見受けられました。その中には，直線
を y＝ax＋bとおき，直線の傾きの aと２点の座標に現れる aの区別ができなく
なっている解答が目立ちました。

　（２）　微分まではよくできていましたが，（１）の傾きを利用して接点の x座標を計算
することができない人が多く見受けられました。

　（３）　Cとl1の交点は点Ｐ，Ｑとなりますが，わざわざ x座標を計算している人が多く
見受けられました。

　（４）　解答例どおり平行四辺形の面積を求めることができれば，簡単な計算です。でき
ている人は少なかったです。S2－S1（Cとl2で囲まれる方）を積分で求めても複雑
な計算ではありません。

■出題のねらい
　抵抗またはコンデンサーを複数組み合わせた回路を用いて，デジタルデータをアナロ
グデータに変換する回路をモデルにして，電気回路の基本を問いました。例を与えられ
た後に，それらを発展・応用する力，２進数という物理では取り扱わないトピックを説
明付きで扱っていますが，未知な現象に対する解決力を試す問題としても位置づけてい
ます。

■採点講評
　満点に近い解答と，途中でつまずいてしまっている解答に分かれました。
　前半の抵抗を用いた回路は，合成抵抗を求めた後，全体を流れる電流を求め，分岐し

た個所の電流を求めるという手順になるはずです。例えば，　　　　　　　　　と答え
る誤答が目立ちましたが，これは手順を間違えている解答と思われます。問１の正答率
は非常に高く，約80％の解答が正答でした（７カ所すべて正答して得点とする採点基準
にしました）。
　後半のコンデンサーを用いた回路の問題では，コンデンサーの容量がすべて同じＣで
あるにもかかわらず，コンデンサー名であるＣ1，Ｃ2，Ｃ3を容量と勘違いして答えてい
る解答が若干ありました。このように考えると正答は，
問２　電気量　８EC1，V1＝８E

問３　電気量　８E　　　　，V1＝８E
問４　電気量　８E　　　　　　　　　，V2＝８E
になります。この解答でも正答扱いにしています。
　本問の題材は，２進数のデータを実際の電流や電圧の大きさに対応させる回路です。
デジタル化されている音楽のデータをスピーカーの物理的振動に変換するのも，原理的
にはこのような変換回路を使います。興味ある人は，背景を調べてみるのもよいでしょ
う。

■出題のねらい
　絶対値と整数値関数の基本的な知識を問いました。

■採点講評
　全体的によくできていましたが，関数が整数に限定されていることを見逃した解答が
少なからずありました。

　（１）　空所 ア  で16という解答が散見されました。他の部分の解答状況から，絶対値
について理解できていないと思われます。

　（２）　空所 ウ  で nが整数であることを忘れて　　という解答も少なからずありまし
た。

　（３）　ここでも整数であることを忘れた解答や，整数には気づいていたのに f（３）＝７
と絶対値の計算を間違えた解答がみられました。

Ⅳ Ⅵ

Ⅱ

Ⅴ

一般入試前期Ｂ日程

物理

■出題のねらい
　振動や円運動，力学的エネルギー保存の法則などの基本的な事項を問いました。また，
質量の変化や床の形状の変化などによって，変化する運動を追跡できるかといった応用
問題を通して力学全般の理解をみました。

■採点講評
　（１）のばねの復元力による小球の運動は，教科書や参考書などにもよく出題される
内容です。ばねの弾性力による位置エネルギーと小球の運動エネルギーの理解，力学的
エネルギー保存の法則は基本的な内容ですから，よく学習するとともに，このような運
動が振動現象であることをしっかり理解しておくようにしてください。個々の問題につ
いては，空所 ア  ， イ  ， ウ  は基本中の基本の問題で，いずれも70％以上の正答
率となり，よくできていました。空所 エ  ， オ  ， カ  の問題では，小球と板が分
離し，質量が変化したことによって振動運動の周期が変化することに気づかない解答が
多くみられ，空所 エ  ， オ  は25％の正答率しかなく，空所 カ  の問題に至っては，
約10％の正答率でした。教科書や参考書の例題の丸覚えではなく，物理の法則から論理
立てて考える習慣をつけるようにしてください。
　（２）の小球の円運動は，少し応用問題のように思われるかもしれませんが，向心力
による運動と力学的エネルギー保存の法則についての基本的な理解があれば，難しくな
い問題でした。個々の問題については，問１，３の名称，空所 キ  はよくできており，
約80％の正答率でした。しかし，問１において，小球の重力による位置エネルギーの符
号を間違えている解答が散見されました。重力による位置エネルギーの定義をしっかり
理解してください。問２は，問１の符号間違いと，力学的エネルギー保存の法則が理解
できていないと正答とならないため，正答率は38％でした。物理において，物理法則の
理解と数学的計算力は必須ですので身に付けてください。問４，５については，多くの
解答において，円運動が成立するための物理的な条件が理解できておらず，正答率が10
％以下という非常に残念な結果となりました。
　総括として，教科書，参考書などに載っている例題の丸覚え勉強が多いと思われる結
果となりました。物理は，原理・法則から出発して数学的計算を通して物の理（ことわ
り）を理解する学問ですから，基本からしっかり学習してください。
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■出題のねらい
　面積と積分に関する基本的な知識を問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていましたが，積分定数をつけ忘れている解答がありました。
　（２）　よくできていましたが，求める図形を間違えた解答や，単純な計算ミスがありま

したのでよく注意しましょう。
　（３）　r sinα=cosαを利用することに気づいていない解答や，　　　　＝r +１などと

した解答が多く，できはあまりよくありませんでした。
　（４）　方針がなく計算が複雑になってしまう解答が多かったです。Sを rの式で表さず

に，（S＋r）2を作りrの値を求めた解答もありました。

■出題のねらい
　方程式と図形の関係の基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　他の問題と比べ，あまりできていませんでした。

　（１）　解答例どおり傾きを計算して切片を求めれば，簡単な計算です。２点を通る直線
から連立方程式を立てた人は，計算間違いが見受けられました。その中には，直線
を y＝ax＋bとおき，直線の傾きの aと２点の座標に現れる aの区別ができなく
なっている解答が目立ちました。

　（２）　微分まではよくできていましたが，（１）の傾きを利用して接点の x座標を計算
することができない人が多く見受けられました。

　（３）　Cとl1の交点は点Ｐ，Ｑとなりますが，わざわざ x座標を計算している人が多く
見受けられました。

　（４）　解答例どおり平行四辺形の面積を求めることができれば，簡単な計算です。でき
ている人は少なかったです。S2－S1（Cとl2で囲まれる方）を積分で求めても複雑
な計算ではありません。

■出題のねらい
　抵抗またはコンデンサーを複数組み合わせた回路を用いて，デジタルデータをアナロ
グデータに変換する回路をモデルにして，電気回路の基本を問いました。例を与えられ
た後に，それらを発展・応用する力，２進数という物理では取り扱わないトピックを説
明付きで扱っていますが，未知な現象に対する解決力を試す問題としても位置づけてい
ます。

■採点講評
　満点に近い解答と，途中でつまずいてしまっている解答に分かれました。
　前半の抵抗を用いた回路は，合成抵抗を求めた後，全体を流れる電流を求め，分岐し

た個所の電流を求めるという手順になるはずです。例えば，　　　　　　　　　と答え
る誤答が目立ちましたが，これは手順を間違えている解答と思われます。問１の正答率
は非常に高く，約80％の解答が正答でした（７カ所すべて正答して得点とする採点基準
にしました）。
　後半のコンデンサーを用いた回路の問題では，コンデンサーの容量がすべて同じＣで
あるにもかかわらず，コンデンサー名であるＣ1，Ｃ2，Ｃ3を容量と勘違いして答えてい
る解答が若干ありました。このように考えると正答は，
問２　電気量　８EC1，V1＝８E

問３　電気量　８E　　　　，V1＝８E
問４　電気量　８E　　　　　　　　　，V2＝８E
になります。この解答でも正答扱いにしています。
　本問の題材は，２進数のデータを実際の電流や電圧の大きさに対応させる回路です。
デジタル化されている音楽のデータをスピーカーの物理的振動に変換するのも，原理的
にはこのような変換回路を使います。興味ある人は，背景を調べてみるのもよいでしょ
う。

■出題のねらい
　絶対値と整数値関数の基本的な知識を問いました。

■採点講評
　全体的によくできていましたが，関数が整数に限定されていることを見逃した解答が
少なからずありました。

　（１）　空所 ア  で16という解答が散見されました。他の部分の解答状況から，絶対値
について理解できていないと思われます。

　（２）　空所 ウ  で nが整数であることを忘れて　　という解答も少なからずありまし
た。

　（３）　ここでも整数であることを忘れた解答や，整数には気づいていたのに f（３）＝７
と絶対値の計算を間違えた解答がみられました。

Ⅳ Ⅵ
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一般入試前期Ｂ日程

物理

■出題のねらい
　振動や円運動，力学的エネルギー保存の法則などの基本的な事項を問いました。また，
質量の変化や床の形状の変化などによって，変化する運動を追跡できるかといった応用
問題を通して力学全般の理解をみました。

■採点講評
　（１）のばねの復元力による小球の運動は，教科書や参考書などにもよく出題される
内容です。ばねの弾性力による位置エネルギーと小球の運動エネルギーの理解，力学的
エネルギー保存の法則は基本的な内容ですから，よく学習するとともに，このような運
動が振動現象であることをしっかり理解しておくようにしてください。個々の問題につ
いては，空所 ア  ， イ  ， ウ  は基本中の基本の問題で，いずれも70％以上の正答
率となり，よくできていました。空所 エ  ， オ  ， カ  の問題では，小球と板が分
離し，質量が変化したことによって振動運動の周期が変化することに気づかない解答が
多くみられ，空所 エ  ， オ  は25％の正答率しかなく，空所 カ  の問題に至っては，
約10％の正答率でした。教科書や参考書の例題の丸覚えではなく，物理の法則から論理
立てて考える習慣をつけるようにしてください。
　（２）の小球の円運動は，少し応用問題のように思われるかもしれませんが，向心力
による運動と力学的エネルギー保存の法則についての基本的な理解があれば，難しくな
い問題でした。個々の問題については，問１，３の名称，空所 キ  はよくできており，
約80％の正答率でした。しかし，問１において，小球の重力による位置エネルギーの符
号を間違えている解答が散見されました。重力による位置エネルギーの定義をしっかり
理解してください。問２は，問１の符号間違いと，力学的エネルギー保存の法則が理解
できていないと正答とならないため，正答率は38％でした。物理において，物理法則の
理解と数学的計算力は必須ですので身に付けてください。問４，５については，多くの
解答において，円運動が成立するための物理的な条件が理解できておらず，正答率が10
％以下という非常に残念な結果となりました。
　総括として，教科書，参考書などに載っている例題の丸覚え勉強が多いと思われる結
果となりました。物理は，原理・法則から出発して数学的計算を通して物の理（ことわ
り）を理解する学問ですから，基本からしっかり学習してください。
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■出題のねらい
　平面波の屈折の法則が，ホイヘンスの原理から論理的（数学的）に導出されることを
理解しているか，また，誘導に従って考察を推し進め，論理的に考える力があるかを確
認しています。

■採点講評
　（１）　波の性質，ホイヘンスの原理にかかわる物理用語を問いました。光が電磁波の一

種であり，電場（電界）と磁場（磁界）が変動し，お互いを生み出しながら波と
なって空間を伝わっていくものであることは，ほとんど認識されていないようです。
携帯電話をはじめ，電磁波の果たしている役割は極めて大きなものがあります。物
理を学習する人には，現実と結びつけた認識も養ってほしいものです。

　（２）　ホイヘンスの原理による屈折の法則の説明に関する論述を求めました。問１は教
科書で説明されている内容ですが，屈折の法則を公式として使うという，本末転倒
の誤答が多くみられました。公式の導出（証明）を求めている問題です。公式を使
うことだけを勉強してきた人には，解答するのが難しかったようです。
　教科書では，問１で屈折の法則を説明したことになっているようですが，厳密に
は，波面ＡＸがＢＹになることが示されているわけではありません。このことを示
そうというのが，問２です。問題の意図が読み取れていない解答もあり，少し難し
かったようです。

　（３）　光線の屈折でも，屈折の法則が成り立ちます。ここでは，全く異なる観点から，
屈折の法則が導出できることを問いました。自然は極小を好むという，極めて一般
的な物理法則導出の原理の一例です。実際の議論は，平易な幾何学的考察の積み重
ねですから，問題文をよく読み，落ち着いて考えれば容易に解答できるものです。
　論述中心の，慣れていない形式の出題に戸惑った人が多かったようで，全体の正
答率は約40％でした。物理の問題は，公式を覚えて適用することだと誤解している
人が少なくないようですが，それは間違いです。数式を基本に，論理的に考える力
を鍛えることが物理を学ぶ目的です。このことをしっかり認識したうえで，物理を
学んでほしいと思います。

■出題のねらい
　〔１〕日常生活で接することの多い無機化合物としてカルシウム化合物を取り上げ，
その基本的な知識としての化合物の名称，化学的性質および反応性について問いました。

■採点講評
　全体的に正答率が高く，カルシウム化合物に関する基本的な知識が備わっていること
が確認できました。（１）の（ア）を電気陰性度とする誤答が散見されましたが，異な
る元素が共有結合した際の陰性，陽性となる傾向を示すものです。類似する内容も含ま
れていますが，正確な知識を学ぶようにしましょう。（２）の化合物名については，水
酸化カルシウム（消石灰），酸化カルシウム（生石灰）と併記している解答もみられま
した。物質の名称で日常的に使われる名前を忘れてもよいですが，正式な化合物名を覚
えるようにしましょう。そのためには，多くの化合物についてその規則性を見出すこと
も大切です。なお，（４）の下線部ⅱ）で起こる反応の正答率が極めて高いのに対して，
ⅰ）で起こる反応式の誤答が多くありました。二酸化炭素の検出にも利用される反応で，
炭酸カルシウムが炭酸水素カルシウムに変化することを知りながら，反応式に表せな
かったと思われる解答もありました。化学反応式は覚えるものではありません。反応物
と生成物の化学式を知っていれば，自然と書けるものです。また，化学反応式は，量論
的な計算の根拠にもなりますので，その書き方を理解しましょう。（５）の正答率も極
めて高いものでした。計算は簡単ですが，炭酸カルシウムの組成式に基づいてモル質量
を求め，それを用いて塩酸との反応で生じる二酸化炭素の物質量を求めることになりま
す。正確な化学式と反応式を書けることがいかに大切かわかるでしょう。

Ⅲ

Ⅱ

一般入試前期Ｂ日程

化学

■出題のねらい
　熱化学方程式の基本的な問題です。ヘスの法則を理解していて，反応熱を算出する計
算が正しくできることが必要です。いずれにしても高校の化学の基本的な事項です。

■採点講評
　全体的によくできており，満点の解答も多くありました。当然，問題の下にいくほど
正答率が下がっていました。また，いくつか気になった点を以下に記します。
　（１）は，CO2とCOの生成熱化学方程式を書く問題で，生成熱はそれぞれ390kJ/mol，
110 kJ/molと問題文で与えられています。（２）はこの２つの式を使って，ヘスの法則
からCOが完全燃焼してCO2になるときの熱化学方程式を求める問題です。このように
生成熱を問題文に記しているのに，それぞれ394kJ，111kJと記している解答が多くあり，
理解に苦しみました。これらの人は，教科書記載の反応式を反応熱も含めて丸暗記して
いるようです。問題は与えられた条件に従って解かないといけないのはもちろんですが，
丸暗記型の勉強をしていてはとても大学の授業についていけません。また，この問題で
はCO2とCOの解答欄を間違えて書く人が非常に多かったです。例え解答が合っていて
も間違えた解答欄に記載した場合には，点数はもらえません。時間に余裕がある場合に
は必ず見直しすることをお勧めします。何事も習慣づけることが肝要です。
　（３）は，メタンとプロパンの完全燃焼式を書いてもらう容易な問題ですが，メタン
とプロパンの化学式を書けない人がいました。これらの基本的な化合物は名称と化学式
を正しく書けて当然です。（１）で反応熱の値を暗記していて，メタンとプロパンの化
学式を書けていない解答もありました。
　（３）の式で係数を間違っているケアレスミスも多く見受けられました。化学量論は
化学が基本です。正しく計算できることに加えて，常に見直しする習慣をつけることも
重要です。
　（４）－７）は，（２），（３）－４）の２つの式を使ってヘスの法則から求めます。高
校の教科書や問題集に載っているヘスの法則の例題よりはるかに簡単な問題です。不正
答者の中には，与えられた反応式からヘスの法則を使って解けという問題は解けても，
解答の中でどの式を使うかわからず解けなかった人がいました。このように一捻りした
問題が解ける柔軟さと常に考える姿勢をもって勉強してください。（４）－７）の反応熱
を正しく算出できないと，（４）－９）も正しく出せません。

■出題のねらい
　簡単な有機化合物の分析，分類，名称，構造，異性体ならびにその性質についての基
本的な知識を確認するため問いました。

■採点講評
　（１）～（３）は，炭素，水素，酸素だけからなる有機化合物について，それの元素分
析結果から分子量と成分元素の含有量，分子式を問う問題です。正答率は比較的高く，
計算ミスも少なかったです。ただ，すべて不正答になるケースも見受けられました。
（４），（５）の化合物の名称と構造式を問う問題では，元素分析の結果と文章中の化合物
の性質から決定するため，計算結果を間違うと構造式も間違ってしまいます。分子量と
分子式のどちらか一方のみの誤答が散見されましたので相互に確認するように心掛けま
しょう。（７），（８）は，異性体の種類と化合物例を問う問題ですが，漢字の誤字が散見
されました。また，幾何異性体と誤答しているケースが非常に多く見受けられました。
今一度，異性体の種類を整理しておきましょう。その結果，（８）の誤答としてマレイ
ン酸が多くなってしまいました。
　いずれも有機化学の基本的な知識があれば解ける問題であり，全体的によくできてい
ました。

Ⅰ

Ⅲ　ところで（３）の５），６）は，同一質量のメタン，プロパンを燃焼させたとき，発
生熱量はどちらが大きいか，発生するCO2はどちらが多いかなどを考えてもらうのが趣
旨です。これからは地球環境を考えて，エネルギー効率の高い材料の開発と，同時に
CO2発生をいかに抑制するかが重要です。今後大学のどのような分野に進んでも，常に
地球環境を考えていける社会人を目指した勉強をしてほしいものです。
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